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論 文 の 要 旨 
 
 本論文は、オーストリアの文学者エルフリーデ・イェリネク（Elfriede Jelinek, 1946- ）が 2000 年以降に










う新たな特徴が 2000 年以降に表れてきたこと、これに対する研究がいまだ不十分であることを確認する。 













 第 3 章「デモンストレーションとしての文学」では、イェリネクが現代の時事問題と古代ギリシアの演劇作













 第 5 章以降では東日本大震災および福島第一原子力発電所での事故を契機に執筆された三作のテクストを
分析する。第 5 章「拡散する文学――『光なし』における追跡」では『光なし』Kein Licht（2011）を取り
上げ、このテクストがソフォクレスの大断片テクスト『追跡者としてのサテュロス』からの変形引用をちりば


























































  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
